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歯周病原細菌が誘導する免疫応答における脂肪酸の影響 
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柳田 学２） 有吉 渉３） 沖永 敏則４） 

 

マクロファージの免疫応答には、炎症の惹起を制御する細胞内複合体インフラマソーム

やピロトーシスが関与する。近年、オメガ 3系脂肪酸は抗炎症作用を持つことが報告されて

いる。本研究では、歯周病細菌が惹起するインフラマソーム活性に対するオメガ 3系脂肪酸

の影響について検証した。 

歯周病細菌 Aggregatibacter actinomycetemcomitans（A.a.） Y4 株を用いて、ヒトマクロフ

ァージ様 THP-1細胞に侵入実験を行った。遺伝子発現は real-time RT-PCR、タンパク発現は

Western blotting および ELISA を用いて解析を行った。ノックダウン細胞は、エレクトロポ

レーション法を用いて siRNA を導入し作製した。 

THP-1 細胞において、A. a.侵入は、Caspase-1 活性と IL-1βの細胞外分泌を誘導した。ま

た、 Caspase-4と、ピロトーシスに関与する Gasdermin D の発現を誘導した。これらの発現

は、DHA 前処理により抑制された。Caspase-4 または Gasdermin Dノックダウン THP-1細胞

では、A. a.侵入が誘導する IL-1βの細胞外分泌が抑制された。 

以上の結果から、オメガ 3系脂肪酸は、インフラマソーム関連因子の発現を抑制すること

で、A. a.が誘導するマクロファージ細胞応答に対して抑制的に働くことが示唆された。 
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